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	報 告 者
	クラブ　B&G兵庫ジュニア海洋クラブ
学年　中学2年生 　　　　　　　　　　氏名 西村　宗至朗

	大 会 名
	IODAアジア選手権大会

	開 催 地
	葉山　日本

	大 会 期 間
	2013年8月24日から2013年8月29日 

	セールNo
	3270 
	最 終 順 位
	28位 


	気温、水温、ウエアについて
	全日程およそ好天で、気温は高く暑かった。　水温は冷たくもなく寒さは感じなかった。　ウェアに関しては、基本　ラッシュに海パンという軽装で問題なかった。　最終日　風速が上がった時はパドジャケを着用するぐらいで対応できました。　

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	風が強くて弱くても、海面は 大きなウネリがありました。 　風が一定に吹き出すと安定した風向でありましたが、細かい振れがあるのでしっかりと対応する必要がありました。 

	セッティングで注意したこと
	常に、風に合わせた細かい調整を海上でも行いました。　微風のコンディションが多かったので、柔らかいセッテッィングを心掛けました。　　

	セーリングで注意したこと
	いつも練習海面とは波やウネリの特性がまったく違うので、波の乗せ方やかわし方に注意を払いました。

	海上で練習したこと
	体重ごとでチームを作って、いろいろな組み合わせで、スピードを比べたりして　練習をしました。　

	実際のスベリはどうでしたか？
	艇速では他国の選手とも負けることなく、走ることができた。　特にフリーの走りでは、順位を挽回することができました。　

	スタートは、どうでしたか？
	スタートに関しては、コーチにも注意されたように、いつものように上手くでることが出来ないレースが多かった。　しっかりとスタートが切れたレースはシングルをとることができたが、多くのスタートは、いいポジションを積極的に取りに行く姿勢が足りなかった。

	コース戦略はどうでしたか？
	スタートが上手くいかないレースが多かった為に、思い通りのコースがひけなかった。　


	自分より上位の選手との違いは？
	上位の選手は、スタートが上手いというか、良い場所をキープしようとする積極的な行動力があったと思います。　自分にはそれがぜんぜん足りなかったと思います。

	国内の練習で役立ったこと
	しっかりと長い距離をトップスピードで走らすスピード練習が役に立ちました。

	国内の練習で足りなかったこと
	スタート練習です。　上手いレベルの選手が多くいる高いレベルの状況で、確実に一番良い位置からスタートするテクニックを身に付ける練習が必要だと思いました。

	印象に残った外国選手は？
	シンガポールの選手。　

	行く前と、行ってからで違ったことはありましたか。
	世界中からレベルの高い選手が集まってくるレースに出て、自分の力の無さを痛感したので、まだまだぜんぜん力不足だと意識がより強くなりました。　

	今後の課題と目標は？
	スタートの技術を身に付けるようにしっかりと練習をして、また来年も日本代表になって、世界中の選手とまたレースが出来るように　一生懸命がんばります。

	JODAへの要望
	とくにありません。

	その他
	とくにありません。　


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会
